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はじめに、栗栖英雄さんの詩と保阪正康さんの寄稿を紹介しました。どうしてこの二つの文を紹介したのか
をお話しします。

この夏は、昨年亡くなった義父の新盆で、長崎県雲仙市を訪れました。弔問客のお一人に宮田 隆（みやた
たかし）さんがいらっしゃいました。宮田 隆さんは、８月９日、７７回目を迎えた長崎原爆の日、「長崎原爆犠
牲者慰霊平和祈念式典」で「平和への誓い」を読み上げた方です。お時間をいただき、ご自身の原爆体験に
ついてお話を伺うことができました。８２歳の宮田さんは５歳の時に爆心地から２．４ｋｍの自宅で被爆された
そうです。宮田さんのお話をいくつか紹介します。「ウクライナでの容赦ない無差別攻撃は７７年前の長崎市
民が体験した原爆投下と重なります。断じて許せません。ウクライナに鳴り響く空襲警報のサイレンは、あの
ピカドンの恐怖そのものでした」「５歳の小さな私の体は、８畳間から玄関口まで吹き飛ばされ、母親の胸の
中で目覚めました。今もあの時の母親の胸の高鳴りが耳に残っています」「あの夜、山越えでわが家にたどり
着いた女性の看護師さんは、髪は逆立ち、左目は飛び出していました。小さな声で『水を下さい』と言ったまま、
私たち家族の前で亡くなりました」「爆心地に救援に赴いた父は、黒焦げの焼死体となった叔父と叔母を発見
したそうです。その父も５年後に白血病で亡くなりました」これまで、メディアを通して広島や長崎の被爆体験
や戦争体験を見聞きしたことは何度もありますが、被爆者の生の声は私の胸に大きく響きました。

長崎県の小中学校は、８月９日の原爆の日を登校日として平和祈念集会を開きます。爆心地から５００ｍ
に位置し、１，４００人以上の児童や教職員が犠牲となった城山小学校では、毎月９日に平和祈念式が開か
れるそうです。８月９日は８５３回目の平和祈念式でした。６年２組の「平和の誓い」は、「届けよう 城山から
世界へ 平和のプレゼント」でした。

福田小学校の皆さんには、平和のために何ができるでしょうか。自分にできることを一人ひとりが考えてほ
しいと思います。私は皆さんに「お友達となかよく笑顔で助け合おう」を合言葉にしてほしいと思います。身近
な平和を実現できない人が世界を平和にできるはずがありません。いじめや差別がない福田小をつくりましょ
う。そして、保阪正康さんの文章をしっかり噛みしめて、歴史に学び、知性と理性を磨きましょう。学校生活を
明るく充実したものにすることが平和につながると思うのです。

宮田 隆さんは、別れ際にこう仰いました。「『平和への誓い』を引き受けるとみんな亡くなっていくんですよ。
私も最後の務めのつもりで引き受けました。校長先生、後はお願いしますよ」私は、ズシリと重いバトンを受け
取ったような気がしました。

（２学期始業式の言葉）



９月１０月の主な行事予定 ※変更が生じる場合があります

９月 １日（木） ２学期始業式 流しゼリー
２日（金） 給食開始 ４時間授業
５日（月） 不審者対応訓練 引渡し訓練
９日（金） １年生知能テスト 安全の日
１３日（火） ３年生アサーショントレーニング
１４日（水） ＰＴＡ総務会
１９日（祝） 敬老の日
２０日（火） ５、６年生稲刈り
２３日（祝） 秋分の日
２７日（火） ５年生宿泊学習（２８日まで）
２８日（水） ＰＴＡ常任委員会

８月２０日（土）、ＰＴＡ奉仕作業が実施さ
れ８９家庭の児童保護者が参加してくださ
いました。別の日に除草作業をしていただ
いたご家庭も多くありました。また、シル
バー人材センターの皆様、歴代ＰＴＡ会長
の会の皆様も応援に駆けつけてください
ました。お陰様でグランドや校地が見違え
るようにきれいになりました。気持ちよく２
学期を迎えることができます。皆様、本当
にありがとうございました。

外来種駆除大作戦

ＰＴＡ奉仕作業

７月３０日（土）、森林公園内の柳谷沼で
「外来種駆除大作戦」（エコミュージアム主
催）が実施され、児童３０名、保護者９名が
参加しました。児童は、来年度から特定外
来種となるアメリカザリガニを手製の竿で
次々に釣り上げました。その後、魚類研究
者の金沢 光先生からご講義いただきまし
た。沼の環境保全を考えるよい機会となり
ました。

なつやすみ放課後子供教室

８月２０日（土）２７日（土）、「なつやすみ放
課後子供教室」が実施されました。放課
後子供教室のスタッフの皆様、中学生ボ
ランティアの皆様に手ほどきを受け、竹で
水鉄砲をつくりました。見事な出来映えで
した。

１０月 ３日（月） 保護者面談開始（１１日まで）
５日（水） 交通安全教室
６日（木） ５、６年生脱穀体験
１４日（金） 全校遠足
１９日（水） １、２年生校外学習
２５日（火） ４年生盲導犬学習会


